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湾岸地域の渋滞状況

※自動車の移動時間のうち、渋滞などにより
損失している時間の割合

国道14号、国道296号、県道船橋我孫子線、

県道成田松尾線、県道船橋行徳線、都計道美浜長作町線、
都計道東習志野実籾線、都計道菊田台谷津線 等

主な要対策箇所

最低限必要な
移動時間

凡例

▼渋滞による時間ロス※の割合

▼湾岸地域の渋滞損失時間

2車線4車線6車線以上

車線数
凡 例

供用中

事業中

調査中

※：新規ICについては、NAAとともに実現に向けて検討中。

成田空港「第２の開港」を支えるシームレスな高規格道路アクセスの実現に関する要望

『成田空港周辺IC（仮称） の連結許可等』・『国道２９６号等の渋滞対策の補助事業化』を要望

渋滞などで損失
している時間

地域活性化IC制度を活用した成田空港周辺IC（仮称）の整備地域活性化IC制度を活用した成田空港周辺IC（仮称）の整備

事業中
（市川・松戸）

事業中
（印西～成田）未事業化区間

発着回数50万回時に期待される効果

今後

7,500万人
現在

4,000万人旅客数

今後

300万トン
現在

200万トン貨物取扱量

今後

7万人
現在

4万人空港内従業員数

約2倍

約1.5倍

約2倍

発着回数50万回到達時

出典：成田国際空港HPより

「第２の開港」プロジェクトの効果を広域的に波及

出典：令和７年度千葉県土整備公共事業評価審議会 事業評価資料

新貨物地区

芝山町千代田
（住宅開発）

需要率
0.830

需要率
0.615

中野木
交差点

中野木
交差点

出典：交通量調査結果(R4.2)

左折・直進が混在することで、
歩行者横断待ち等による

渋滞が発生

左折車線の新設
（直進車線との分離）

【方向別交通量】

国道296号（中野木交差点）の下り線

直進：１７２台

右折：１２７台

左折：２８４台

専用レーンの設置により左折車両を分離し、流れをスムーズに！

整備後

整備前

▼渋滞ボトルネック対策の例（国道２９６号）
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袖ケ浦市

渋滞損失時間
～10万人時間/年･km
～20万人時間/年･km
20万人時間/年･km～

出典：新湾岸道路第１回
有識者委員会資料

千葉市（美浜区～中央区）

船橋市

国際航空物流拠点

成田空港周辺IC（仮称）

多古町喜多地区
（産業用地整備）

芝山町河津場地区
（住宅開発）

成田市

香取市

多古町

芝山町富里市

成田
JCT

富里IC

新空港IC
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【新設】圏央成田IC【新設】圏央成田IC

圏央道
（令和８年度開通予定）

〇 「新しい成田空港を支える高規格道路ネットワーク構築の基本方針（R7.11 千葉県道路協議会）」を踏まえ、北千葉道路や新湾岸道路を最優先で整備

〇 有料道路事業を活用した新たな道路ネットワークの整備加速に合わせ、シームレスな高規格道路アクセスの実現に向け、

地域活性化ICとして「成田空港周辺IC（仮称）」 や、IC周辺の国道等の渋滞ボトルネック対策が必要


